
 

 

令和元年度テクノエイドワーキンググループ活動報告書概要 

令和２年５月 

テクノエイドワーキンググループ 

１．令和元年度福祉機器展示室の利用状況について 

（１）福祉機器展示室利用回数：合計 257 回（月平均 22 回） 

 （２）延べ利用者数、内訳：733 名（月平均 58 名） 

（３）利用者内訳：理学療法士、作業療法士、看護師の順で利用が多い 

（４）利用目的：患者への試用、用具返却、外部見学の順で利用が多い 

（５）試用した用具：車椅子、移乗用リフト、入浴用具の順で利用が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．主な活動実績 

 センター内職員対象の福祉用具研修会開催 7 回 

 株式会社ダイヤ工業との共同研究（頚髄損傷者に対するパワーアシストグローブの効果検証） 

 千葉県福祉機器展に出展（リフト体験会） 

 センター内での福祉用具に関する相談対応や取り組み 

✓各部署が備品購入する際の製品選定のアドバイス（リフト、シャワーキャリー、移乗ボードなど） 

✓褥瘡予防・ケアマニュアルの「車椅子クッション選定参考基準」の作成（褥瘡対策委員から依頼） 
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